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１．研究計画の概要 

高等植物は発芽後の体作りにおいて多くの環境要因（光、

水分、重力等）の影響を受ける。この外界の影響の中に

は他の生物特にバクテリアや菌類の感染が含まれる。こ

れらの生物の感染は植物に病気を引き起こし、植物側に

抵抗性の反応を引き起こす。これまでも、病気の発生と

植物の体作りの間にクロストークがある事は知られてい

たが、分子レベルでほとんど判っていない。我々 は、シ

ロイヌナズナから１遺伝子の変異により地上部の形態に

多大な異常を引き起こす半優性のuni変異株を単離し、

その原因遺伝子を決定した。この遺伝子は、耐病性反応

における信号伝達の初期過程で重要な機能を持つ新規の

CC-NBS-LRRタンパク質をコードしていた。そこで、この

遺伝子を中心に植物の体作りと耐病性のクロストークを

分子レベルで解明する事を本研究の目的とする。 

 本研究で、この変異株の表現型は、サルチル酸信号伝

達系を介した抵抗性反応の恒常的な活性化、既存の茎頂

分裂組織の活性低下、葉脇における過剰な腋芽の形成の

大きく３つに分ける事が出来る事を明らかにした。そし

て、これら３つは遺伝的に分ける事が出来、、腋芽の過剰

生産にサイトカイニンの恒常的な蓄積が関与する可能性

が示された。今後は、形態異常に関連する信号伝達系を

分子遺伝学的、生化学的に明らかにする事で、抵抗性と

形態形成のクロストークの実態に迫る。 

２．研究の進捗状況 

1）uni-1D変異株における耐病性反応の研究；uni-1Dヘ

テロ個体とホモ個体で、サルチル酸信号伝達経路が恒常

的に活性化され、抵抗性遺伝子が恒常的に発現していた。

しかし、ジャスモン酸経路等の抵抗性関連信号伝達系は

活性化されておらず、また顕著な細胞死も引き起こされ

ていなかった。なお、サルチル酸経路は形態異常に関連

しない。 

2） uni-1D変異株における形態異常 ; uni-1Dの形態異

常は、既存の茎頂分裂組織の活性低下と、葉脇における

多数の茎頂分裂組織形成に分けられる。uni-1Dでサイト

カイニン合成に関わるIPT3 とCYP735A2遺伝子の発現が

上昇しており、その為にサイトカイニン量が恒常的に増

加し、タイプAレスポンスレギュレーターの発現も恒常

的に上昇している。これが、芽生えで子葉の脇における

腋芽分裂組織の異常形成に関与する事が明らかになった。 
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３）uni-1D変異株のサプレサーの単離 ; uni-1D変異を

サプレッスする新奇の変異株を多数単離した。その多く

は、uni-1D遺伝子内に新たな変異が入り機能が失われた

ものであった。しかし、いくつかの遺伝子以外の変異に

より表現型が回復したサプレサー変異も見つかり、それ

らの原因遺伝子の同定を開始すると共に、それらの単独

変異株の性質の解析を始めた。これらの解析から、既存

の茎頂分裂組織の活性低下と葉脇における過剰の腋芽誘

導が遺伝的に分離できる事が明らかになった。 

４）活性型UNIが形態形成に関与する分子機構の解析 ; 

活性型UNIの下流因子を明らかにする為に、既知の茎頂

分裂組織の形成や維持に関わる遺伝子との関連を明らか

にした。その結果、CUCが葉脇に発現しているとSTMの

異所的な発現を誘導し、そこにWUS-CLVの発現が誘導さ

れて異常な茎頂分裂組織の形成が見られる事が明らかに

なった。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に推移している 

uni-1D に見られる多くの表現型を独立性の高い３つの

表現型に分類でき、それぞれに関して表現型を分子レベ

ルで的確に判断できる様になった。これは、今後は分子

マーカーを使って信号伝達系の実態を解析できる可能

性を示す。これらの成果からおおむね順調に研究は進行

している。表現型の解析に関連した論文を既に出版して

いるが、今後はさらに幾つかの論文を出すべく準備中で

ある。 

４．今後の研究の推進方策 

1）uni変異株のサプレッサー変異株の研究； uni-1D変

異の遺伝子外サプレッサーの原因遺伝子の同定と機能解

析を行う。 

2）UNI タンパク質と相互作用する因子の探索;野生型と

変異型のUNIタンパク質を特異的に認識する抗体を用い

て、これらのタンパク質と相互作用するタンパク質を生

化学的に抽出する。同時に酵母２ハイブリッド法を用い

てUNIタンパク質と相互作用するタンパク質も同定する。 

3）変異型uni-1Dタンパク質誘導系の確立とそれを使っ

た解析：既に構築した活性型UNIタンパク質をエストロ

ゲン誘導系で発現させる系を使って、活性型タンパク質

によって活性化される信号伝達の詳細を解析する。 

５. 代表的な研究成果 
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